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「
満
洲
国
」
時
代
に
お
け
る
西
部
内
蒙
古
文
化
教
育
論
考

―
啓
蒙
と
共
生

エ
ル
ド
ン
バ
ー
ト
ル

は
じ
め
に

　

清
朝
末
期
に
入
っ
て
か
ら
内
蒙
古
の
歴
史
的
、
社
会
的
変
容
は
著
し
い
。
十
九

世
紀
末
期
か
ら
、
清
朝
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
半
植
民
地
と
な
り
、
蒙
古
地
域
は

列
強
の
利
権
獲
得
競
争
の
要
地
の
一
つ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
自
衛
力
も

失
っ
て
い
た
清
朝
政
府
は
、
天
災
地
変
、
ロ
シ
ア
の
南
侵
な
ど
の
た
め
、
一
九
〇

六
年
か
ら
そ
れ
ま
で
は
踏
襲
さ
れ
て
い
た
、
漢
民
族
移
住
禁
止
の
政
策
を
変
え
、

所
謂
「
政
府
新
政
策
」
と
い
う
も
の
を
公
布
し
、
蒙
古
な
ど
辺
彊
地
域
の
資
源
を

開
発
し
て
、「
土
地
を
借
り
て
民
を
養
う
」
と
い
う
名
義
で
大
勢
の
漢
人
を
辺
彊

の
内
蒙
古
地
域
に
移
住
さ
せ
、
漢
人
が
耕
作
す
る
地
域
に
庁
（
後
県
に
な
る
）
を

設
け
、
漢
人
に
事
務
を
管
理
さ
せ
た
（
注
①
）。
県
が
蒙
古
の
伝
統
的
行
政
制
度

で
あ
る
旗
と
並
存
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
蒙
古
人
の
従
来
の
遊
牧
的
生
活
様
式

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。

　

そ
れ
に
、
日
本
・
ロ
シ
ア
の
東
部
内
蒙
古
を
め
ぐ
る
抗
争
が
よ
り
激
し
く
な

り
、
こ
れ
ら
民
族
の
興
亡
に
関
わ
る
出
来
事
が
モ
ン
ゴ
ル
人
の
危
機
感
を
引
き
起

こ
し
、
民
族
的
自
覚
を
促
し
た
。
二
十
世
紀
二
〇
年
代
頃
か
ら
全
蒙
古
地
域
の
範

囲
で
民
族
権
益
、
自
由
の
た
め
の
革
命
運
動
が
興
り
、
一
九
二
一
年
十
一
月
十
八

日
、
外
蒙
古
は
清
朝
・
中
華
民
国
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
、
一
九
二
一
年
活
仏
を

元
首
と
す
る
君
主
国
を
樹
立
し
て
、
一
九
二
四
年
蒙
古
人
民
共
和
国
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
内
蒙
古
蒙
古
民
族
の
自
己
生
存
の
た
め
の
自
治
・
独
立
運
動
が
興

起
す
る
遠
因
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
九
二
二
～
二
三
年
の
間
、

呼
倫
貝
爾
の
郭
道
甫
、
福
明
太
ら
は
、「
蒙
古
青
年
党
」
と
い
う
地
下
組
織
を
作

り
、
全
蒙
古
民
族
の
独
立
し
た
人
民
政
治
を
建
設
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
一
九
二

八
年
独
立
の
た
め
立
ち
上
が
っ
た
が
、
東
北
軍
閥
軍
に
弾
圧
さ
れ
、
そ
れ
が
失
敗

に
終
わ
っ
た
（
注
②
）。
一
九
二
九
年
十
一
月
、
東
部
内
蒙
古
哲
里
木
盟
ダ
ル
ハ

ン
王
の
補
佐
官
で
あ
っ
た
ガ
ダ
メ
イ
リ
ン
の
統
率
で
蒙
古
民
衆
の
武
装
蜂
起
が
起

こ
っ
た
が
、
東
北
軍
閥
軍
の
攻
撃
を
受
け
、
全
軍
滅
亡
と
い
う
血
の
悲
劇
で
終

わ
っ
た
。
一
九
三
〇
～
一
九
三
一
年
の
間
、
西
部
内
蒙
古
の
オ
ル
ド
ス
地
方
で
組

合
運
動
と
い
う
民
間
の
武
装
蜂
起
が
起
こ
っ
た
が
、
民
国
軍
閥
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
闘
争
と
鎮
圧
の
繰
り
返
し
の
中
で　

内
蒙
古
は
結

局
中
華
民
国
の
支
配
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
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中
華
民
国
と
は
言
え
、
実
は
「
共
和
の
形
式
を
飾
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
皇
帝
専

制
が
軍
閥
専
制
に
変
わ
っ
た
」（
注
③
）
た
め
、
実
質
的
に
「
東
部
内
蒙
古
は
軍

閥
の
張
作
霖
、
西
部
内
蒙
古
は
軍
閥
の
馮
玉
祥
に
そ
れ
ぞ
れ
支
配
さ
れ
、
内
蒙
古

人
は
駐
屯
開
墾
、
土
地
占
領
の
災
難
に
浴
び
ら
れ
た
」
の
で
あ
る
（
注
④
）。
一

九
三
二
年
「
満
洲
国
」
建
国
の
際
、
蒙
古
民
族
が
集
中
的
に
住
居
し
て
い
た
地
域

に
「
興
安
省
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
行
政
地
区
を
設
け
、
東
部
内
蒙
古
は
「
満
洲

国
」
に
隷
属
さ
れ
、
西
部
内
蒙
古
は
中
華
民
国
の
支
配
下
に
入
っ
た
。

　

一
九
三
九
年
徳
王
を
主
席
と
す
る
「
蒙
彊
連
合
自
治
政
府
」
が
建
立
さ
れ
、
徳

王
の
指
導
下
西
蒙
古
の
民
族
自
治
・
独
立
運
動
は
続
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の

民
族
復
興
運
動
の
一
環
と
し
て
教
育
文
化
の
振
興
に
よ
り
民
族
を
救
う
と
す
る
模

索
は
注
目
に
値
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
二
十
世
紀
前
半
期
に
お

け
る
西
部
内
蒙
古
の
歴
史
・
社
会
を
論
じ
る
時
、
動
機
論
的
に
徳
王
を
日
本
の
策

動
で
民
族
を
分
裂
さ
せ
た
「
分
裂
主
義
者
」（
注
⑤
）
と
し
て
批
判
す
る
こ
と
が

多
く
、
彼
の
主
導
で
展
開
さ
れ
た
近
代
式
の
教
育
事
業
の
有
り
様
を
客
観
的
に

探
っ
て
み
る
研
究
は
少
な
い
。

　
「
満
洲
国
」
時
代
に
お
け
る
東
部
内
蒙
古
の
文
化
教
育
に
つ
い
て
は
既
に
拙
論

「「
満
洲
国
」
時
代
に
お
け
る
東
蒙
古
文
化
教
育
論
」（
注
⑥
）
で
考
察
し
た
。
今

回
は
「
満
洲
国
」
時
代
に
お
け
る
西
部
内
蒙
古
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
る
。

一
、
背
景

　
「
満
洲
国
」
時
代
に
お
け
る
西
部
内
蒙
古
の
近
代
式
教
育
を
論
じ
る
時
、
そ
の

背
景
と
し
て
内
蒙
古
卓
索
図
喀
喇
沁
右
旗
の
世
襲
親
王
、
卓
索
図
盟
盟
長
で
あ
っ

た
貢
桑
諾
爾
布
（
一
八
七
二
―
一
九
三
一
）
が
創
建
し
た
毓
正
女
子
学
堂
に
言
及

す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の
学
校
は
貢
桑
諾
爾
布
王
が
東
京
実

践
女
子
学
校
を
訪
問
し
、
戻
っ
て
か
ら
す
ぐ
設
け
た
、
内
蒙
古
の
教
育
史
上
初
め

て
の
女
子
学
校
で
あ
り
、
後
述
す
る
徳
王
の
家
政
女
子
学
校
の
建
学
発
想
に
関
わ

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
〇
三
年
の
春
、
彼
は
友
人
で
あ
る
日
本
陸
軍
少
将
の
中
村
愛
三
、
日
本
駐

北
京
大
使
で
陸
軍
少
将
の
山
根
武
亮
等
を
通
し
て
日
本
政
府
の
許
可
を
得
て
か

ら
、
清
朝
政
府
に
は
秘
密
に
し
て
日
本
へ
渡
り
、
日
本
の
政
治
、
経
済
、
軍
事
、

教
育
な
ど
に
つ
い
て
視
察
し
、
大
阪
に
開
催
さ
れ
て
い
た
「
勧
業
博
覧
会
」
を
見

学
し
て
、
日
本
各
界
の
代
表
者
と
広
範
に
交
流
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
東
京
実
践

女
子
学
校
の
校
長
下
田
歌
子
先
生
と
会
見
し
た
。
蒙
古
に
戻
っ
て
す
ぐ
内
蒙
古
の

教
育
史
上
初
め
て
の
女
子
学
校
―
毓
正
女
子
学
堂
を
作
り
、
当
時
上
海
務
本
女
学

堂
の
先
生
で
あ
っ
た
河
原
操
子
を
日
本
語
の
先
生
と
し
て
招
聘
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
河
原
操
子
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

�

内
蒙
古
喀
喇
沁
の
王
君
、
極
め
て
内
々
に
て
、
大
阪
市
に
開
か
れ
た
る
内

国
勧
業
博
覧
会
御
見
学
の
た
め
日
本
に
渡
り
給
ひ
、
一
般
の
国
情
を
も
視

察
せ
ら
れ
け
る
が
、
素
よ
り
聡
明
英
悟
の
御
方
と
て
、
感
じ
た
ま
へ
る
事

の
多
か
る
中
に
、
特
に
教
育
の
事
に
深
く
意
を
留
め
給
ひ
、
御
帰
国
の
道
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す
が
ら
北
京
に
て
、
我
が
内
田
駐
剳
公
使
に
く
さ
ぐ
さ
の
御
物
語
あ
り
け

る
折
、
喀
喇
沁
に
も
王
室
に
て
女
学
堂
を
設
け
、
日
本
風
の
女
子
教
育
を

施
し
た
け
れ
ば
、
貴
国
の
適
当
な
る
女
教
師
を
紹
介
せ
ら
れ
た
き
旨
、
懇

嘱
せ
ら
れ
た
り
。（
注
⑦
）

　

以
上
の
記
述
か
ら
見
る
と
、
毓
正
女
子
学
堂
は
蒙
古
に
建
学
さ
れ
た
初
め
て
の

日
本
風
の
女
子
学
で
あ
り
、
日
本
と
蒙
古
の
教
育
の
絆
は
毓
正
女
子
学
堂
を
以
て

結
ば
れ
た
と
言
え
る
。

　

一
九
三
二
年
「
満
洲
国
」
が
建
国
さ
れ
た
後
、「
学
校
教
育
を
通
し
て
蒙
古
民

族
、
特
に
蒙
古
民
族
青
少
年
の
意
識
形
態
を
変
え
、
民
族
自
治
或
は
民
族
の
独
立

の
た
め
の
人
材
を
育
成
す
べ
し
。」（
注
⑧
）
と
呼
倫
貝
爾
青
年
党
の
創
始
者
、
呼

倫
貝
爾
盟
自
治
運
動
の
組
織
者
で
あ
っ
た
郭
道
普
が
提
唱
し
た
よ
う
に
、
一
部
の

王
公
貴
族
と
知
識
人
は
蒙
古
民
族
全
般
の
生
存
の
危
機
を
意
識
し
、
政
治
的
・
武

力
的
闘
争
を
す
る
と
同
時
に
教
育
文
化
を
以
て
民
族
を
振
興
す
る
道
を
摸
索
し
始

め
、
東
蒙
古
の
各
盟
旗
に
一
般
教
育
、
高
等
教
育
、
教
師
教
育
、
職
業
教
育
、
実

用
教
育
な
ど
数
多
く
の
学
校
が
作
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
背
後
に
は
、「
教
育

を
普
及
し
て
、
特
に
指
導
地
位
に
あ
る
人
々
に
必
要
な
教
育
を
与
え
、
そ
の
素
質

を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
教
育
施
設
を
設
け
る
べ
し
。」（
注
⑨
）
と
い
う
、
一
九

三
三
年
七
月
関
東
軍
参
謀
部
が
取
り
決
め
た
「
臨
時
蒙
古
人
指
導
方
針
」
の
支
え

が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
動
き
に
呼
応
し
て
西
部
内
蒙
古
で
は
建
学
運
動
が

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

話
し
は
本
筋
よ
り
ず
れ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
東
部
内
蒙
古
と
西
部
内
蒙
古
の
地

域
範
囲
に
つ
い
て
一
筆
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。「
満
洲
国
」
時
代
日
本
側
で
東

部
内
蒙
古
と
い
え
ば
、「
東
四
盟
―
ジ
リ
ム
盟
、
ジ
ョ
ス
ト
盟
、
ジ
ョ
ー
オ
ダ

盟
、
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
と
チ
ャ
ハ
ル
部
の
一
部
を
さ
し
た
」（
注
⑩
）
に
対
し
て
、

中
国
側
で
は
「
南
満
洲
及
び
熱
河
道
所
轄
ノ
東
部
内
蒙
古
と
地
域
を
限
定
し
、
日

本
側
の
い
う
東
部
内
蒙
古
の
範
囲
か
ら
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
と
チ
ャ
ハ
ル
部
を
対
象
か

ら
外
し
て
い
る
。」（
注
⑪
）

　

以
上
の
地
域
区
分
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、「
満
洲
国
」
時
代
に
お
け
る
東
部

内
蒙
古
と
西
部
内
蒙
古
の
境
界
は
曖
昧
で
あ
る
。
今
日
の
内
蒙
古
地
域
の
区
分
で

は
、
一
般
に
呼
倫
貝
尓
盟
（
コ
ロ
ン
ボ
イ
ル
）、
哲
里
木
盟
（
ジ
リ
ム
）、
興
安
盟

（
コ
ウ
ア
ン
）
と
赤
峰
市
（
ウ
ラ
ン
ハ
ダ
）
な
ど
四
つ
の
盟
市
を
東
部
内
蒙
古
に

数
え
、
錫
林
郭
勒
盟
（
シ
リ
ン
ゴ
ル
）、
烏
藍
察
布
盟
（
ウ
ラ
ン
チ
ャ
ブ
）、
阿
拉

善
（
ア
ラ
グ
シ
ャ
）、
巴
彦
淖
尔
盟
（
バ
ヤ
ン
ヌ
ウ
ル
）、
伊
克
昭
盟
（
イ
ク
ジ

ウ
）
な
ど
の
五
つ
の
盟
を
西
部
内
蒙
古
と
呼
ぶ
。
本
論
で
は
、
今
日
の
地
域
区
分

に
拠
り
、
徳
王
支
配
の
中
心
地
で
あ
っ
た
錫
林
郭
勒
盟
（
シ
リ
ン
ゴ
ル
）
を
め

ぐ
っ
て
考
察
を
展
開
す
る
。

二
、
善
隣
協
会
と
西
部
内
蒙
古

　
「
満
洲
国
」
時
代
に
お
け
る
西
部
内
蒙
古
の
文
化
教
育
を
論
じ
る
際
、
日
本
の

善
隣
協
会
を
そ
の
前
提
と
し
て
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と

西
部
内
蒙
古
の
学
校
教
育
が
家
塾
・
寺
子
屋
式
の
旧
制
を
捨
て
、
近
代
式
学
校
づ
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く
り
の
道
を
歩
み
始
め
た
一
因
は
善
隣
協
会
の
西
部
内
蒙
古
に
展
開
し
た
一
連
の

文
化
活
動
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

善
隣
協
会
は
そ
の
前
身
で
あ
る
戴
天
義
塾
、
日
蒙
教
会
を
経
て
、
一
九
三
三
年

十
一
月
東
京
に
笹
目
恒
雄
を
発
起
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
「
人
道

的
見
地
ヨ
リ
比
隣
諸
民
族
ノ
融
和
親
善
ヲ
図
リ
、
相
互
文
化
ノ
向
上
に
寄
与
ス

ル
」（
注
⑫
）
こ
と
で
あ
り
、
一
九
三
四
年
の
夏
、
蘇
尼
特
（
ス
ニ
ト
）
右
旗
と

烏
珠
穆
沁
（
ウ
ジ
ム
チ
ン
）
右
旗
に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
を
設
け
、
一
九
三
四
年
十
月

西
部
内
蒙
古
の
錫
林
郭
勒
盟
多
倫
県
に
内
蒙
古
支
部
を
設
け
て
、
教
育
・
医
療
・

衛
生
な
ど
の
文
化
活
動
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
五
年
十
一
月
錫

林
郭
勒
盟
阿
布
哈
淖
尔
（
ア
バ
ホ
ヌ
ル
）
左
旗
に
保
科
廣
次
を
校
長
と
す
る
第
一

初
級
小
学
校
を
創
り
、
錫
林
郭
勒
盟
の
各
旗
か
ら
３
０
余
人
の
学
生
を
募
集
し
て

い
る
。
一
九
三
六
年
九
月
、
徳
王
の
故
郷
で
あ
る
蘇
尼
特
右
旗
に
中
村
吉
成
を
校

長
と
す
る
蘇
尼
特
右
旗
小
学
校
を
建
学
し
、
蘇
尼
特
右
旗
、
蘇
尼
特
左
旗
、
そ
し

て
烏
藍
察
布
盟
盟
か
ら
１
９
人
の
学
生
を
募
集
し
て
い
る
。
こ
れ
を
先
駆
と
し
て

錫
林
郭
勒
盟
の
各
地
に
建
学
運
動
が
広
が
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
学
校
の

学
習
科
目
と
し
て
は
、
蒙
古
語
、
満
洲
語
、
漢
語
の
識
字
・「
四
書
五
経
」
の
講

釈
・
講
経
と
い
っ
た
旧
制
の
家
塾
・
寺
子
屋
の
教
え
と
違
っ
た
蒙
古
語
、
日
本

語
、
歴
史
、
地
理
、
数
学
、
理
科
、
図
画
、
音
楽
、
体
育
な
ど
広
い
分
野
に
わ

た
っ
た
、
近
代
的
啓
蒙
の
意
義
を
持
つ
科
目
が
多
い
。
善
隣
協
会
の
主
導
或
い
は

援
助
で
行
わ
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
学
校
教
育
を
「
日
本
式
の
教
育
を
強
調
す
る
」

「
奴
隷
化
の
教
育
」（
注
⑬
）
で
あ
る
と
い
う
風
に
論
じ
る
人
も
い
る
の
だ
が
、
そ

の
教
育
が
も
た
ら
し
た
結
果
の
実
態
は
ど
う
で
あ
る
か
を
考
察
・
分
析
せ
ず
に
、

単
に
主
観
的
に
そ
の
目
的
を
臆
測
し
て
判
断
を
下
し
て
は
歴
史
の
真
実
を
晦
ま
し

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
善
隣
協
会
が
日
本
の
軍
部
に
必
要
な
情
報

を
集
め
て
提
供
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
の
だ
が
、
二
律
背

反
的
に
し
て
も
西
部
内
蒙
古
の
医
療
条
件
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
或
い
は
西
部
内

蒙
古
の
学
校
教
育
が
新
し
い
道
を
開
き
、
近
代
式
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
一
定

の
貢
献
を
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

日
本
へ
の
留
学
生
派
遣
も
善
隣
協
会
が
西
部
内
蒙
古
で
展
開
し
た
教
育
活
動
の

一
環
で
あ
り
、
歴
史
、
政
治
な
ど
多
面
の
原
因
に
よ
り
、
文
化
的
に
立
ち
遅
れ
て

い
た
蒙
古
民
族
の
青
年
た
ち
が
身
を
以
て
日
本
を
知
り
、
視
野
を
広
め
近
代
文
明

に
接
触
す
る
窓
口
を
開
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
三
四
年
、
徳
王
が
善
隣
協
会
支
部
を
通
じ
て
、
瑞
永
、
超
克
巴
達
尓
夫
、

哈
丹
巴
図
尓
ら
８
人
の
青
年
た
ち
を
日
本
に
送
り
、
中
央
大
学
経
済
部
、
東
京
農

業
大
学
、
麻
布
獣
医
専
門
学
校
、
陸
軍
士
官
学
校
な
ど
に
留
学
さ
せ
た
（
注
⑭
）。

　

こ
れ
ら
の
青
年
た
ち
は
、
西
部
内
蒙
古
の
日
本
留
学
史
上
初
め
て
の
留
学
生
で

あ
り
、
蒙
古
軍
政
府
の
成
立
さ
れ
た
一
九
三
六
年
頃
か
ら
、
徳
王
が
蒙
古
振
興
の

一
環
と
し
て
大
勢
の
官
費
留
学
生
を
派
遣
し
た
も
の
で
、
日
本
と
西
部
内
蒙
古
の

文
化
交
流
の
扉
は
彼
ら
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
内
蒙
古
の

教
育
史
上
、
日
本
へ
の
留
学
生
派
遣
は
西
部
内
蒙
古
で
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。

既
に
、
東
部
内
蒙
古
喀
喇
沁
の
王
様
で
あ
っ
た
貢
桑
諾
爾
布
（
一
八
七
二
―
一
九

三
一
）
に
よ
っ
て
、
一
九
〇
三
年
建
学
さ
れ
た
毓
正
女
子
学
堂
に
教
師
を
務
め
て
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い
た
河
原
操
子
が
一
九
〇
六
年
日
本
へ
帰
る
際
、
金
淑
貞
、
何
慧
珍
、
于
保
貞
ら

成
績
が
優
秀
な
三
人
の
女
子
を
連
れ
て
、
東
京
実
践
女
学
校
に
留
学
さ
せ
た
こ
と

に
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
三
人
は
蒙
古
の
日
本
留
学
史
に
お
い
て
初
め
て
の
留
学

生
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
四
年
十
二
月
「
満
州
国
」
蒙
政
部
が
開
設
さ
れ

た
後
、
日
本
へ
留
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と
を
非
常
に
重
視
し
、
各
地
か
ら
優
秀
な

学
生
を
選
び
、
日
本
へ
留
学
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国

内
事
情
と
善
隣
協
会
の
援
助
に
よ
り
、
一
九
三
六
年
頃
か
ら
、
西
部
内
蒙
古
で

は
、
日
本
へ
の
留
学
派
遣
は
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
六
年
四
月
、
西
部
内
蒙
古
に
蒙
古
軍
政
府
が
成
立
さ
れ
、
同
年
の
十
月

か
ら
そ
の
教
育
署
は
日
本
へ
の
留
学
生
派
遣
に
着
手
し
、
第
一
期
官
費
生
と
し
て

１
０
人
を
そ
れ
ぞ
れ
慶
応
大
学
医
学
部
、
盛
岡
高
等
農
林
学
校
農
学
部
、
東
洋
大

学
養
育
部
、
東
京
高
等
師
範
学
校
、
善
隣
高
商
特
設
予
科
、
陸
軍
師
範
学
校
な
ど

に
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
蒙
古
聯
盟
自
治
政
府
政
務
院
民
政
部
教
育
処

編
の
『
教
育
要
覧
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

�

善
隣
協
会
は
昭
和
九
年
四
月
満
洲
国
出
身
の
蒙
古
留
学
生
１
０
名
を
収
容

し
、
続
い
て
同
年
十
月
、
内
蒙
古
西
蘇
尼
特
旗
徳
王
の
嘱
託
に
よ
り
留
学

生
１
０
名
を
収
容
、
教
育
に
従
事
す
る
。
以
来
逐
年
渡
日
留
学
す
る
満
洲

国
出
身
及
び
内
蒙
古
出
身
の
蒙
古
留
学
生
は
挙
げ
て
協
会
の
指
導
監
督
の

下
に
あ
り
た
る
が
、
満
洲
国
留
学
生
会
館
の
設
立
に
伴
い
、
当
局
と
の
申

し
合
わ
せ
に
よ
り
、
満
洲
国
出
身
学
生
を
之
に
移
管
す
る
一
方
、
内
蒙
古

出
身
の
学
生
中
、
従
来
協
会
給
費
学
生
は
蒙
古
聯
盟
自
治
政
府
の
給
費
学

生
と
す
る
（
略
）。（
注
⑮
）

　

以
上
の
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
一
九
三
六
年
頃
か
ら
内
蒙
古
留
学
生
の
経

費
は
後
の
蒙
古
聯
盟
自
治
政
府
が
支
給
し
て
、
善
隣
協
会
は
留
学
生
た
ち
の
面
倒

を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
三
月
、
蒙
古
聯
盟
自
治
政
府
は
留
学
生
事

業
関
連
の
規
定
を
公
布
し
、
初
級
中
学
校
卒
業
の
学
歴
を
持
ち
、
蒙
古
語
に
精
通

す
る
青
少
年
た
ち
を
対
象
に
、
政
経
、
法
政
、
農
牧
、
商
業
、
交
通
、
財
政
、
測

量
、
鉱
業
、
医
学
な
ど
の
分
野
の
官
費
留
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
、
同
年

五
月
、
第
二
期
官
費
留
学
生
１
０
人
を
日
本
へ
派
遣
し
て
い
る
。

　

派
遣
生
選
抜
の
条
件
と
し
て
ま
ず
母
語
の
蒙
古
語
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
蒙
古
民
族
の
伝
統
を
保
全
し
な
が
ら
、
外
来
文
化

を
受
容
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
徳
王
の
一
貫
の
主
張
と
、
蒙
古
人
の
異
文
化
に

溶
け
込
ま
れ
る
こ
と
へ
の
憂
患
意
識
に
つ
な
が
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

当
時
の
母
語
と
し
て
の
蒙
古
語
喪
失
の
事
情
に
関
し
て
、
善
隣
協
会
「
内
蒙
視

察
旅
行
報
告
書
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

�
そ
の
政
府
内
部
の
文
書
類
は
す
べ
て
蒙
古
文
を
用
ゆ
る
が
原
則
な
る
に
拘

わ
ら
ず
、
蒙
古
人
職
員
中
に
は
全
然
蒙
古
文
を
解
せ
ざ
る
も
の
あ
る
た

め
、
已
む
を
得
ず
支
那
文
を
用
ひ
、
そ
の
用
語
の
如
き
も
蒙
古
文
よ
り
支

那
文
の
方
が
一
般
的
に
通
用
し
、
政
府
最
高
の
国
務
会
議
の
如
き
で
さ
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へ
、
支
那
文
を
用
ひ
る
と
い
ふ
変
体
を
み
せ
て
い
る
。（
注
⑯
）

　

一
九
二
九
年
頃
か
ら
、
民
国
政
府
の
移
民
開
墾
な
ど
に
よ
り
、
内
地
か
ら
大
勢

の
漢
人
が
内
蒙
古
に
入
植
し
て
以
来
、
漢
・
蒙
雑
居
の
所
で
は
、
一
部
の
蒙
古
人

は
固
有
の
生
活
様
式
を
捨
て
、
漢
民
族
の
そ
れ
に
同
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
風

俗
習
慣
も
漢
民
族
化
さ
れ
、
蒙
古
語
す
ら
忘
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
こ
れ
に

関
し
て
『
支
那
及
満
蒙
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

�

蒙
古
人
傳
統
の
テ
ン
ト
の
家
は
支
那
風
と
な
り
、
傳
統
の
牧
畜
は
農
耕
と

變
化
し
（
略
）、
こ
れ
等
の
地
方
は
人
口
と
し
て
支
那
人
の
數
が
多
く
、

蒙
古
人
は
多
人
數
の
支
那
人
村
落
の
う
ち
に
僅
少
の
人
數
で
生
活
し
て
居

る
か
ら
、
常
に
支
那
人
か
ら
壓
迫
を
加
へ
ら
れ
、
馬
鹿
に
さ
れ
る
や
う
に

な
つ
た
か
ら
小
さ
く
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
が
爲
、
い
つ
も
彼
等
は
支
那
風

を
な
し
、
支
那
語
を
話
し
、
自
分
は
蒙
古
人
で
あ
り
な
が
ら
自
ら
僞
つ
て

支
那
人
で
あ
る
と
云
つ
て
居
る
者
も
あ
る
。（
注
⑰
）

　

こ
の
よ
う
な
伝
統
と
異
化
の
問
題
は
内
蒙
古
全
般
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
あ

り
、
蒙
古
語
が
話
せ
な
い
、
蒙
古
文
が
読
め
な
い
人
々
は
今
日
で
も
数
多
く
い

る
。
そ
れ
に
は
清
朝
末
期
か
ら
中
華
民
国
に
わ
た
る
移
民
・
開
墾
、
ま
た
は
子
供

た
ち
を
小
学
校
の
時
か
ら
漢
語
を
以
て
講
義
す
る
学
校
に
勉
強
さ
せ
る
な
ど
の
歴

史
的
原
因
が
あ
る
の
だ
が
、
今
日
唱
え
ら
れ
て
い
る
文
化
共
生
と
い
う
視
点
で
考

え
て
み
れ
ば
、
ま
ず
自
民
族
の
言
語
・
文
化
の
基
礎
知
識
を
き
ち
ん
と
把
握
し
た

う
え
で
文
化
相
対
主
義
的
に
外
国
の
文
化
を
受
容
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
立
場
か
ら
眺
め
て
み
れ
ば
、「
小
学
で
は
母
国
語
を
し
っ
か
り
学
び
、
外
国
語

は
中
学
に
入
っ
て
か
ら
勉
強
す
べ
し
」（
注
⑱
）
と
し
、
蒙
古
語
の
語
学
力
を
留

学
生
派
遣
の
選
抜
の
第
一
条
件
と
し
て
い
た
西
部
内
蒙
古
の
教
育
方
針
は
そ
れ
な

り
の
鑑
み
る
価
値
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
話
は
留
学
生
派
遣
に
戻
る
。
一
九
三
九
年
五
月
、
蒙
古
聯
盟
自
治
政
府

は
善
隣
高
商
特
設
予
科
に
教
育
、
農
業
、
牧
畜
、
商
業
、
医
学
、
獣
医
、
工
業
、

土
木
な
ど
を
専
攻
す
る
官
費
留
学
生
１
４
人
を
送
っ
て
い
る
。
同
年
の
九
月
、
蒙

古
聯
盟
自
治
政
府
は
蒙
古
連
合
自
治
政
府
と
改
名
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
十
月
、
留

学
生
の
派
遣
、
留
学
生
会
館
の
維
持
・
経
営
、
留
学
生
寄
宿
舎
の
成
立
、
留
学
生

の
監
督
・
指
導
な
ど
を
担
当
す
る
蒙
古
留
学
生
後
援
会
が
設
け
ら
れ
る
に
従
い
、

西
部
内
蒙
古
の
留
学
生
教
育
は
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
そ
の
学
習
内
容
も
近
代
的
実

用
学
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
後
援
会
の
事
業
構
想
と
し
て
、
そ
の
理
事
長
で
あ
っ

た
呉
鶴
齢
の
話
に
よ
る
と
、
後
援
会
は
一
年
間
に
１
０
０
人
、
一
〇
年
間
で
１
０

０
０
人
の
蒙
古
青
年
を
日
本
へ
派
遣
し
、
１
０
０
０
人
の
う
ち
小
学
教
育
理
論
専

攻
の
学
生
２
０
０
人
、
牧
業
実
習
生
２
０
０
人
、
牧
畜
・
農
業
・
経
済
学
専
攻
の

学
生
１
０
０
人
、
林
業
・
土
木
・
建
築
専
攻
の
学
生
１
０
０
人
、
医
学
専
攻
の
学

生
１
０
０
人
、
女
子
家
政
専
攻
の
学
生
１
５
０
人
、
政
治
・
法
律
・
文
学
・
美

術
・
宗
教
・
演
芸
専
攻
の
学
生
１
５
０
人
を
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
学
校
に
派
遣
す

る
計
画
を
立
て
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
注
⑲
）。
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今
日
の
内
蒙
古
の
日
本
留
学
生
の
人
数
と
比
べ
て
見
れ
ば
、
年
間
１
０
０
人
と

い
う
の
は
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
の
だ
が
、
当
時
の
条
件
で
は
か
な
り
多
数
で
あ

り
、
一
九
三
四
、
五
年
の
８
人
、
１
０
人
と
い
っ
た
程
度
よ
り
は
る
か
に
増
え
て

い
る
。
し
か
も
近
代
的
実
用
学
分
野
の
人
材
の
育
成
、
学
習
目
的
、
管
理
指
導
な

ど
の
面
で
は
今
日
の
留
学
生
よ
り
勝
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。

　

一
九
四
一
年
か
ら
後
援
会
は
上
述
の
計
画
を
実
施
し
始
め
、
年
度
ご
と
に
官
費

留
学
生
を
派
遣
し
た
の
だ
が
、
日
中
戦
争
の
戦
況
に
よ
り
う
ま
く
い
か
ず
、
結

局
、
一
九
四
五
年
の
終
戦
ま
で
２
０
０
人
を
派
遣
し
て
、「
満
洲
国
」
時
代
に
お

け
る
西
部
内
蒙
古
の
日
本
へ
の
留
学
生
交
流
は
終
焉
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
、
西
部
内
蒙
古
の
教
育

　
「
満
洲
国
」
建
国
以
前
に
お
け
る
西
部
内
蒙
古
の
学
校
と
言
え
ば
少
数
の
家

塾
・
寺
子
屋
・
公
立
学
校
で
、
そ
の
授
業
内
容
も
蒙
古
語
、
漢
語
或
い
は
満
洲
語

の
読
み
書
き
、「
四
書
五
経
」「
三
字
経
」
な
ど
の
旧
式
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た

（
注
⑳
）。
正
式
的
、
近
代
的
学
校
教
育
は
既
述
し
た
よ
う
に
一
九
三
五
年
十
一
月

善
隣
協
会
に
よ
っ
て
錫
林
郭
勒
盟
阿
布
哈
淖
尔
（
ア
バ
ホ
ヌ
ル
）
左
旗
に
建
学
さ

れ
た
第
一
初
級
小
学
校
を
始
め
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
七
年
十
月
、
蒙
古
聯
盟
自
治
政
府
が
成
立
さ
れ
た
後
ま
も
な
く
初
等
教

育
、
中
等
教
育
、
高
等
教
育
な
ど
三
段
階
の
学
制
が
制
定
さ
れ
、
西
部
内
蒙
古
の

各
盟
・
旗
・
県
・
市
に
多
く
の
小
学
校
が
創
ら
れ
、
一
九
三
八
年
六
月
ま
で
５
３

０
校
に
達
し
、
学
生
数
は
２
６
２
０
２
名
に
な
っ
て
い
る
（
注
㉑
）。
一
九
四
二

年
ま
で
に
は
合
計
９
１
９
校
が
創
ら
れ
、
学
生
数
は
５
３
９
１
２
名
ま
で
増
え
て

い
る
（
注
㉒
）。

　

中
等
教
育
は
、
一
般
中
学
校
、
女
子
中
学
校
、
師
範
学
校
、
実
業
学
校
、
実
務

学
校
に
分
か
れ
、
一
九
三
八
年
六
月
ま
で
に
は
、
蒙
古
学
院
、
巴
彦
塔
拉
盟
師
範

学
校
、
察
哈
爾
盟
青
年
学
校
、
包
頭
青
年
学
校
な
ど
四
校
が
創
ら
れ
、
一
九
四
二

年
ま
で
に
は
七
校
創
ら
れ
、
学
生
数
が
１
３
７
４
名
に
な
っ
て
い
る
（
注
㉓
）。

学
習
科
目
と
し
て
は
、
国
民
道
徳
、
国
語
、
日
本
語
、
歴
史
、
地
理
、
数
学
、
理

科
、
図
画
、
音
楽
、
体
育
な
ど
が
あ
り
、
蒙
古
聯
盟
自
治
政
府
編
纂
の
教
科
書
を

使
っ
て
い
た
。

　

西
部
内
蒙
古
と
直
接
関
係
の
あ
る
高
等
教
育
と
し
て
は
主
に
一
九
三
七
年
五
月

蒙
古
学
院
、
一
九
三
九
年
六
月
蒙
彊
学
院
、
一
九
三
九
年
六
月
中
央
警
察
学
校
、

一
九
四
〇
年
六
月
蒙
古
軍
幼
年
学
校
、
一
九
四
一
年
一
月
蘇
尼
特
右
旗
女
子
家
政

実
験
学
校
、
一
九
四
一
年
六
月
興
蒙
学
院
、
一
九
四
二
年
十
二
月
中
央
医
学
院
、

一
九
四
三
年
三
月
蒙
古
高
等
学
院
、
一
九
四
三
年
六
月
蒙
古
軍
士
官
学
校
な
ど
が

創
立
さ
れ
、
政
務
・
電
信
・
近
代
医
学
・
教
師
な
ど
各
分
野
の
人
材
育
成
に
従
事

し
て
い
た
（
注
㉔
）。

　

こ
れ
ら
の
教
育
機
構
の
う
ち
、
女
子
教
育
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
東
部
内
蒙
古
で
は
既
に
一
九
〇
三
年
創
立
さ
れ
た
既
述
の
毓
正
女
子
学

堂
を
初
め
と
し
て
、
二
十
世
紀
三
〇
年
代
ま
で
に
蒙
古
族
女
子
教
育
は
一
定
の
発

展
を
見
せ
て
い
た
の
だ
が
、
西
部
内
蒙
古
で
は
、「
満
洲
国
」
建
国
頃
ま
で
は
、
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土
黙
特
な
ど
早
く
か
ら
漢
民
族
化
さ
れ
た
地
区
を
除
け
ば
、
蒙
古
民
族
の
女
性
た

ち
は
近
代
教
育
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
既
述
の
蘇
尼
特
右
旗

女
子
家
政
実
験
学
校
は
西
部
内
蒙
古
で
初
め
て
創
立
さ
れ
た
蒙
古
族
女
子
学
校

で
、
当
時
の
蒙
古
族
の
女
性
た
ち
が
新
文
化
・
近
代
的
知
識
に
接
触
す
る
模
範
と

な
っ
た
。
主
な
習
得
科
目
は
、
蒙
古
文
、
数
学
、
歴
史
、
地
理
、
時
事
、
図
画
、

音
楽
、
家
政
、
衛
生
、
裁
縫
、
乳
製
品
・
牧
畜
業
関
係
の
加
工
作
業
、
野
菜
栽
培

な
ど
の
近
代
的
実
用
技
術
で
あ
り
、「
女
子
は
一
家
の
主
婦
で
あ
り
、
生
活
は
現

実
に
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
牧
畜
生
活
に
適
応
す
る
た
め
、
女
子
学
校
は
純

蒙
古
式
を
そ
の
教
育
基
本
方
針
と
す
る
べ
し
」（
注
㉔
）
と
い
う
徳
王
の
主
張
に

従
い
、
知
識
と
実
践
を
結
び
づ
け
、
純
蒙
古
語
で
講
義
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一

九
四
二
年
興
蒙
女
子
学
校
が
創
ら
れ
、
二
年
間
に
渡
り
、
以
上
の
２
校
で
本
旗
の

学
齢
女
子
は
ほ
と
ん
ど
募
集
さ
れ
、
四
一
年
か
ら
四
七
年
ま
で
合
計
３
０
０
名
の

女
子
が
教
育
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
２
校
の
建
学
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
西
部
内
蒙
古
全
般
に
女
子
の
入
学
率

が
増
え
、
女
子
学
校
が
多
く
創
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
四
〇
年

の
末
ま
で
一
人
の
女
性
も
学
校
教
育
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
錫
林
郭
勒
盟
で
は
、

一
九
四
二
年
の
末
ま
で
３
８
校
の
小
学
校
に
４
３
４
名
の
女
子
が
勉
強
す
る
よ
う

に
な
り
、
一
九
四
三
年
四
月
ま
で
、
錫
林
郭
勒
盟
・
烏
藍
察
布
盟
で
は
興
蒙
女
子

家
政
実
験
学
校
が
２
６
校
創
ら
れ
て
い
る
（
注
㉕
）。

　

一
言
で
い
え
ば
、「
満
洲
国
」
時
代
に
お
け
る
西
部
内
蒙
古
の
教
育
事
業
は
学

校
の
数
量
、
種
類
、
学
生
数
か
ら
見
て
も
、
幅
広
い
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、

内
蒙
古
の
社
会
文
化
の
各
方
面
に
積
極
的
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
事
実
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
発
展
の
外
部
原
因
と
し
て
、
関
東
軍
参
謀
部
が

一
九
三
三
年
七
月
取
り
決
め
た
「
臨
時
蒙
古
人
指
導
方
針
」
の
中
で
「
教
育
を
普

及
し
て
、
特
に
指
導
地
位
に
あ
る
人
々
に
必
要
な
教
育
を
与
え
、
そ
の
素
質
を
高

め
る
た
め
に
必
要
な
教
育
施
設
を
設
け
る
べ
し
。」（
注
㉖
）
と
強
調
し
て
い
る
懐

柔
政
策
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、「
蒙
古
が
衰
弱
し
て
い
る
主
な
原
因
は
教
育
の

時
代
遅
れ
で
あ
り
、
蒙
古
を
振
興
さ
せ
る
た
め
に
は
ま
ず
教
育
か
ら
着
手
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
う
徳
王
の
主
張
、
及
び
民
族
の
素
質
を
高
め
、
民
族
文

化
を
保
全
し
て
自
民
族
を
救
お
う
と
す
る
上
層
階
級
の
人
士
・
知
識
人
た
ち
の
主

体
的
努
力
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

終
わ
り
に

　

浮
世
に
お
い
て
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
変
革
、
揚
棄
は
自
己
の
存
在
状
態
に
対
す
る

主
体
の
焦
慮
、
危
機
意
識
か
ら
生
ま
れ
る
ら
し
い
。
そ
う
い
う
危
機
意
識
と
揚
棄

意
識
が
「
満
洲
国
」
時
代
に
お
け
る
西
部
内
蒙
古
の
教
育
振
興
の
原
動
力
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
従
来
の
研
究
で
は
、
当
時
の
西
部
内
蒙
古
の
教
育
を

「
奴
隷
化
の
教
育
」
或
い
は
「
植
民
化
の
教
育
」
で
あ
る
と
断
定
し
、「
日
本
の
策

動
」
で
あ
る
と
い
う
風
に
論
じ
る
人
が
多
い
。
こ
れ
は
実
史
を
追
求
せ
ず
、
結
果

よ
り
動
機
を
優
先
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
歴
史
の
実
態
が
見
え
て
こ
な

い
。

　

既
述
の
よ
う
に
、
中
華
民
国
の
内
蒙
古
に
お
け
る
移
民
・
開
墾
・
置
県
政
策
に
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対
す
る
蒙
古
民
族
の
闘
争
と
軍
閥
に
よ
る
鎮
圧
の
繰
り
返
し
の
中
、
蒙
古
上
流
階

級
の
一
部
の
王
公
・
知
識
人
た
ち
は
、
日
本
の
力
を
借
り
、
文
化
教
育
を
以
て
自

分
の
民
族
を
救
済
す
る
と
い
う
外
交
的
策
略
を
取
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ

る
。「
満
洲
国
」
時
代
に
入
っ
て
か
ら
日
本
軍
部
の
内
蒙
古
に
お
け
る
優
遇
的
な

文
化
教
育
政
策
、
善
隣
協
会
の
援
助
な
ど
は
、
そ
の
外
交
的
策
略
を
実
行
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
西
部
内
蒙
古
で
は
前

例
の
な
い
数
多
く
の
学
校
が
創
ら
れ
、
蒙
古
の
文
化
教
育
に
発
展
の
土
台
を
構
築

し
、
多
く
の
蒙
古
人
が
閉
塞
の
状
態
か
ら
離
れ
、
世
界
を
知
り
、
新
文
化
を
学
ぶ

こ
と
に
否
定
で
き
な
い
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、

日
本
の
進
ん
だ
科
学
技
術
を
学
ぶ
た
め
、
多
く
の
若
者
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
、
彼

ら
は
蒙
古
に
戻
っ
た
後
、
内
蒙
古
の
存
亡
に
関
わ
る
民
族
運
動
で
活
躍
し
、
内
蒙

古
の
社
会
文
化
、
政
治
、
経
済
な
ど
の
各
分
野
に
中
核
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

文
化
共
生
共
存
の
理
念
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
今
日
、
感
情
的
動
機
論
の
枠
を
乗

り
越
え
、
歴
史
文
化
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
再
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
二
十
世
紀
末
ま
で
、
成
吉
思
汗
研
究
で
は
、

成
吉
思
汗
を
「
殺
戮
者
」「
世
界
文
化
破
壊
者
」
で
あ
る
と
い
う
風
な
説
が
重
点

的
位
置
を
占
め
て
い
た
が
、
今
日
は
、
世
界
経
済
・
文
化
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
者
な
ど
の
説
が
現
れ
て
き
て
、
成
吉
思
汗
研
究
は
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、「
満
州
国
」
時
代
に
お
け
る
西
部
内
蒙
古
の
文
化
教
育
の

実
態
を
文
化
共
生
論
の
視
野
か
ら
考
察
し
、
そ
れ
が
日
本
敗
戦
後
の
内
蒙
古
の
教

育
文
化
の
発
展
に
与
え
た
い
し
ず
え
の
役
割
を
公
平
に
見
る
べ
き
で
あ
る
。
特

に
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
直
面
し
て
い
る
伝
統
と
異
化
の
問

題
を
考
え
る
時
、
ま
ず
自
民
族
の
言
語
・
文
化
の
基
礎
知
識
を
き
ち
ん
と
把
握
し

た
う
え
で
文
化
相
対
主
義
的
に
多
文
化
を
受
容
す
る
べ
き
で
あ
り
、「
小
学
で
は

母
国
語
を
し
っ
か
り
学
び
、
外
国
語
は
中
学
に
入
っ
て
か
ら
勉
強
す
べ
し
」（
注

⑱
）
と
す
る
西
部
内
蒙
古
の
教
育
方
針
は
そ
れ
な
り
の
鑑
み
る
価
値
が
あ
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。

注
注
①
④
⑱　

ジ
ャ
ク
チ
ト
・
ス
チ
ン
『
私
の
知
る
と
こ
ろ
の
徳
王
と
当
時
の
内
モ
ン

ゴ
ル
』、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
、
一
九
九
三

年
注
②
⑧　

ジ
ャ
ク
チ
ト
・
ス
チ
ン
『
蒙
古
今
昔
』
参
照
、
台
北
商
務
印
書
館
出
版
、

一
九
五
五
年

注
③　

劉
再
復
・
林
岡
『
人
間
に
対
す
る
中
国
文
化
の
設
計
』、
湖
南
人
民
出
版

社
、
一
九
八
八
年

注
⑤
⑬　

高
楽
才
「
偽
満
洲
期
に
お
け
る
蒙
古
族
上
層
に
対
す
る
日
本
の
政
策
」、

『
外
国
問
題
研
究
』
第
二
期
、
二
〇
一
二
年

注
⑥
「
満
洲
国
」
時
代
に
お
け
る
東
蒙
古
文
化
教
育
論
」、『
東
洋
学
研
究
』
第
五
十

三
号
、
二
〇
一
六
年

注
⑦　

河
原
操
子
『
蒙
古
土
産
』、
靖
文
社
、
一
九
五
六
年

注
⑨
㉗　

島
田
俊
彦
・
稲
葉
正
夫
編
集
『
日
中
戦
争
』
現
代
史
資
料
８
参
照
、
美
鈴

書
房
、
一
九
六
五
年

注
⑩
⑪　

鈴
木
仁
麗
「
満
洲
国
と
内
モ
ン
ゴ
ル
―
満
蒙
政
策
か
ら
興
安
省
統
治
へ
」、

明
石
書
店
、
二
〇
一
二
年

注
⑫
⑭　

善
隣
協
会
『
善
隣
協
会
史
―
内
蒙
古
に
お
け
る
文
化
活
動
』、
日
本
・
モ
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ン
ゴ
ル
協
会
、
一
九
八
一
年

注
⑮　

蒙
古
聯
盟
自
治
政
府
政
務
院
民
政
部
教
育
処
編
『
教
育
要
覧
』、
蒙
古
聯
盟

自
治
政
府
、
一
九
三
九
年

注
⑯　

外
交
文
書
資
料
館
編
『
善
隣
協
会
関
係
雑
件
』
第
一
巻
所
収
善
隣
協
会
「
内

蒙
視
察
旅
行
報
告
書
」、
一
九
九
四
年

注
⑰　

佐
藤
義
亮
編
輯
『
支
那
及
満
蒙
』、
新
潮
社
、
一
九
三
二
年

注
⑲　

武
強
編
集
『
東
北
淪
陥
十
四
年
教
育
史
料
』、
吉
林
教
育
出
版
社
、
一
九
九

八
年

注
⑳　

錫
林
郭
勒
盟
・
烏
藍
察
布
盟
政
治
協
会
編
集
『
察
哈
尓
蒙
古
族
史
話
』、
錫

林
郭
勒
盟
日
報
社
出
版
、
一
九
九
〇
年

注
㉑　
『
蒙
古
聯
盟
自
治
政
府
七
三
三
年
甲
年
度
行
政
概
要
』
参
照
、
蒙
古
聯
盟
自

治
政
府
編
集
刊
行
、
一
九
三
八
年

注
㉒
㉓
㉕　

福
島
義
澄
編
『
蒙
彊
年
鑑
』、
蒙
彊
新
聞
社
刊
行
、
一
九
四
四
年

注
㉔　

内
蒙
古
教
育
志
編
集
委
員
会
『
内
蒙
古
教
育
史
志
資
料
』
参
照
、
内
蒙
古
大

学
出
版
社
、
一
九
九
五
年

注
㉖　

包
徳
巴
雅
爾
・
阿
拉
坦
吉
嗄
蘇
『
女
子
学
校
回
想
録
』、
西
蘇
尼
特
旗
老
年

文
体
協
会
、
二
〇
〇
九
年

キ
ー
ワ
ー
ド
：
善
隣
協
会
、「
満
洲
国
」、
西
部
内
蒙
古
、
民
族
生
存
、
文
化
教
育


